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変態と欠陥を研究する学科へようこそ

西 谷 滋 人

日本金属学会に入ったのは40年近く前ですが，その数年

前に京都大学工学部金属系学科に入った時の主任挨拶が本稿

タイトルの言葉です．多分，高村仁一先生で，毎年使っては

るネタだったのかも知れませんが，18歳になったばかりの

若者にはインパクトがありました．共通一次元年の僕らの学

年は，理由があって不肖の弟子の代表なんですよ．学科創設

以来初の定員割れで，私も第 2 志望で，学科の研究内容な

んてほとんど知らずに入学したんですが，「おもろいやん」

と思ったのが始まりでした．

研究室配属は，「ダイヤを探せ」という先生の言葉に煽ら

れて新宮研で，状態図を使ったマクロで現象論的な「変態」

の研究から手を着けました．でも，石原慶一先輩と新宮秀夫

先生の議論は日常会話も高尚で，ほとんど付いて行けなかっ

たです．そのまま助手になって直ぐに，若手研究会というの

を石原先生，和田裕文先生，沼倉宏先生が中心になって立ち

上げられて，僕は会計担当でビールを手配してました．そこ

での議論を通して，もっとミクロなレベルの原理的な理解が

したくて，英国で David G. Pettifor 先生，Adrian P. Sutton

先生，青木正人先生のお世話になったのですが，こちらはな

かなか進まなくって．

で，「変態と欠陥」なんですが，ようやく最近になって，

パソコン上で頭よりも手が動くようになるにつれて，両方を

結び付ける研究ができて来ました(1)(2)．でもそれは，津o兼

彰先生から若手研究会で教えていただいたり，二十歳過ぎに

大槻徴先生とこの院生と議論していたネタそのままで，理解

するのに40年近くかかったことになります．やれやれ．で

も，やっぱり学科の先輩の東田賢二先生から，「大槻先生の

お仕事の価値も普遍ですね」とのメールをいただいて，気に

していたのが私だけではなかったのが嬉しかったです．偉い

先生がこだわったネタというのは貴重で，例えば藤田英一先

生の「金属物理」には，「自然は不思議だな，巧妙だな」と

いう言葉に，理論的におかしな未解明な課題のヒントがたく

さん残されているようです(3)．定年までに何ができるか，ま

だ腑に落ちてない問題が残っているので，手が動くうちにも

う少し粘りたいな…それも，今は亡き先達からの遺言です(4)．

鴨川デルタってのが京大のそばにあって，そこは本当に子

供の頃からの遊び場で，院試の打ち上げなんかに河原でよく

酔っ払ってたんですが，いまだに毎週犬に引きずられて川を

渡ってます．夜の散歩で，コロナでお酒をこそこそ飲んでは

る学生さんたちを見かけると，研究や仕事はその気になれば

若さでバリバリやらはるだろうと心配してないんですが，早

く好きに飛び回れる世界に戻してあげて～と思ってしまいま

す．それは，若さのせいではないのだから．
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